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ホームでの暮らしのご意見、

ご要望があれば、生活相談課

の濱村・荒井・松浦・福島まで

ご相談ください。できる限り

ご希望に添いたいと職員一同

考えております。また、利用者

の皆様は、人生の先輩として、

私たちの相談にも乗ってくだ

さいね。 
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令和 7 年度のごあいさつ 

 

 ファミリーマイホームは平成 7 年に開設し、今年度で 31 年目を迎えることとなりました。 

いわゆる 30 周年記念イヤーとなります。この間、歴代施設長 

の尽力もあり、利用者様及びそのご家族、更に地域住民の皆様 

をはじめ、行政関係者様並びに当法人の役員各位など大勢の 

方々からの温かいご指導とご支援のもとで日々の高齢者福祉 

事業を推進することができましたことを、心より感謝申し上 

げます。 

 

事業計画については、今年度も法人理念のもと、第三者 

評価の改善事項及び利用者様・ご家族からのご意見などを 

取り入れ、ファミリーマイホーム施設方針 10 ヶ条を基本方 

針として、各課において目標を設定し、それに基づき活動 

してまいります。 

令和 6年元日に発生した能登半島地震、令和 7年 1月 28 日 

に発生した埼玉県八潮市の道路陥没事故などの報道などがある 

たびに、ファミリーマイホームの利用者様の生命や安全を預か 【陽光桜開花 3 月 30 日撮

影】 

る私にとっても他人ごとではなく自分ごととして受け止めるよ  

うにしています。ファミリーマイホームにおいても、開設当時から使用し続けていた汚水槽・

雑排水槽の汲み取りポンプが 2 台とも定期メンテナンスを行っていたにもかかわらず昨夏に故

障してしまい、緊急的に毎週バキューム車で排水をしながら、不具合部品の交換工事を実施致

しました。また、能登半島地震で被災された施設の方からの声を直接伺わせていただき、施設

内に自家発電設備があるのとないのでは施設内での避難生活に大きな差があったとの声を聞か

せていただきました。そのようなことから、令和 7年度中に東京都の非常用自家発電設備補助

金制度を活用して、屋上に 3 日間程度の館内電力を賄える自家発電機を設置するなどの防災設

備の強化を図るとともに、エレベーターなどの昇降設備をはじめとした開設当初からの設備の

補修・交換などを随時進めてまいります。 

さて、前年度介護保険法が改正となり、令和元年度よりファミリーマイホームで推進してい

た ICT 機器やインカム(同時通話)システムの導入、様々な人材を登用しての直接業務と間接業

務の分業化などの推進が体制評価されることとなりましたが、様々な物価・エネルギー・人件

費が高騰しているなか、食費や日用品料金などについては、施設の安定的な経営と事業存続の

観点から 4 月から料金の一部を併せて価格転嫁させていただくことと致しました。大変心苦し

いですが、利用者様及びそのご家族の皆様には、2年連続となりますが利用料金の事実上の値

上げとなりますので、ご理解のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

                               陽光桜の花言葉は、 

「精神の美しさ」です。 

                 社会福祉法人清心福祉 

                 の保育園・老人ホームで 

                 は、積極的に植樹されて

います。 



今後も利用稼働率の維持や新たな加算の取得を目指しつつ、介護人材の担い手不足が厳しい現

状を踏まえ、計画的な採用、職員の中長期的な人材育成を視野に入れた取り組み及びライフサポー

ト活動の充実、施設内外の積極的な研修の企画・参加を行い、安定的な事業運営を継続してまいり

ます。そして、介護職員をはじめとした様々な職種の職員への適切な処遇改善を実施することで、

職員の「やる気」を促すとともに、引き続き、介護職員の喀痰吸引研修の受講や介護福祉士などの

資格取得を支援すると同時に、介護課だけでなくその他の職員にも上級救命講習への参加を促し、

応急手当奨励事業所としての認可取得を目指すとともに、地域包括ケアシステムの福祉拠点の一

つとして、作成したＢＣＰ(事業継続計画)を非常時に的確に運用できるための研修と訓練を実施

しながら、今まで以上に地域公益活動に力を入れ、地域住民の皆様や教育機関となどとも協働し

て、八王子東北部地域における防災機能の強化・福祉文化の活性化を図ってまいります。 

最後に、ファミリーマイホームを運営する社会福祉法人清心福祉会の他の高齢者福祉事業所の

経営改善や法人本部運営の立て直しなど、私自身の役割の範囲は年々拡充しておりますが、今後

も法人の基本方針にあるように「利用者様の心に寄り添った 望んでいるサービスの提供」を常

日頃から職員全員で念頭におきつつ、時代の変化に柔軟に対応しながら次世代への展望を見据え

て切磋琢磨していく所存でございます。 

今年度におきましても、かわらぬご指導ご支援を賜りますよう衷心よりお願い申し上げます。 

施設長 田代 航也 

 

知って得するプチ情報 ① 

  令和 7年 4月 1日(火)は、開設記念日です。 

今年は 30 周年記念イヤーを祝して、例年以上に盛大な催しものを 

準備しております。 

特に午後からのイベントは、スペシャルゲストにご来園いただく 

予定ですので、ご近所の方は是非ご来園ください。 

 

 

知って得するプチ情報 ② 

  

  カメの小太郎が冬眠から目覚めました。ファミリーマイホームで初めての越冬でしたが、 

  元気な姿を見せてくれて、ホッとしております。皆さんも会いに来てくださいね！ 

  1 階の中庭で暮らしていますが、廊下に設置している熱帯魚水槽の右側からも見えるよう

になっています。 

 

知っても得しないプチ情報 ① 本紙で連載しておりました「新米施設長が舵を取る！」は、 

5 月号から「中堅施設長が夢を語る！」にタイトルを変更してお届け致します。お楽しみに！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月生まれのご利用者様です！ 
１３日にお誕生日会を行います。お楽しみに！ 
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 外出の日がありました！ 

高幡不動に行ってきました！ 

２月某日。ある暖かい日、ちょっと遅めの

初詣に行ってきました。 

みんなで飲む甘酒は、アウトドアだと、よ

りいっそう美味しく感じるものです。 

ちびちびと甘酒をすするタカシさん。演歌の

世界から出てきたような絵になる男です。 

甘酒大好き綾子さんは一気にグイ飲みです。

高幡不動は昔からお気に入りだったとか。 

和子さん、ナイススマイル。五重塔を見上げ

て飲む甘酒は格別でしょう。 

裕子さんもお代わりおねだりのポーズがと

っても可愛いです。飲みすぎ注意です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ヤエコさんも久しぶりの外出を満喫してお

りました。 

歴史大好き練一さん。高幡不動は歴史好きに

はおもしろいところです。 

代表して麻里子さんにお線香を立ててもら

いました。ご利益ありますように！ 

前身で煙を受ける葉子さん。あまり煙をかぶ

ると目に沁みますよ。 

ご覧ください、この快晴。五重棟の朱が青空

に映えますね！ 

今年もホームのみなさんが健康で楽しく過

ごせますように・・・ 



 

タッツアンの四方山話 

 

～ ごちそう味噌汁の導入～朝ごはん改革 ～ 

 

4 月になり、新年度が始まりました。私たち栄養課では、今までの朝食の献立構成をガラリと変

え、新しい試みとして「朝ごはん改革」を４月より開始していきます。その内容とは、パン食の日

以外の朝の献立に具沢山のごちそう味噌汁を提供するというものです。具体的には、①豚汁②ねば

ねば腸活味噌汁③ちゃんこ鍋風味噌汁④つみれの味噌汁⑤ごま豆乳味噌汁⑥石狩鍋風味噌汁、の６

種の具沢山味噌汁を日替わりで提供いたします。前年度より複数回試験的に実施しましたところ、

利用者様からは、「うれしい」「満足感がある」「温まる」等のご感想をいただき、とても好評でし

た。介護職員さんにも好評で、残食も以前より少ないとの声もありました。その際、改善点もいく

つか見つかり、その都度修正し、再度試験期間を経て、いよいよ開始という運びとなりました。 

なぜ、朝に味噌汁なのでしょうか？実は朝に味噌汁を食べると体にうれしい効果がたくさんあるの

です。そのうれしい効果をご紹介いたしますので、読者の皆様もこの機会に是非、朝に味噌汁を食

べて利用者様と一緒に健康になりましょう。 

うれしい効果その①あたたかいお味噌汁を飲むと、気持ちがホッとしませんか？朝のお味噌汁は私

たちの内臓をやさしく温めてくれて、身体全体の働きを整えてくれます。朝は水分も栄養素も枯渇

している状態です。お味噌汁には、身体に欠かせない水分、必須アミノ酸やペプチド、ブドウ糖、

ナトリウムやカリウムなどの微量栄養素が含まれていて、枯渇した栄養素を補給してくれます。そ

の活力効果は、戦国時代には侍の兵糧食として活用されたほどです。味噌汁の活力パワーについて

は、「味噌汁一杯三里の力（三里は 12 キロメートルのことです。一杯飲めばそれだけの距離も疲れ

ず歩けるという意味）」ということわざも残っているほどです。 

うれしい効果その②味噌に含まれる各種アミノ酸やペプチド、ビタミン Eは血管壁に弾力をもたら

し、血のめぐりを整えるとされています。味噌には、糀の酵素のおかげで米のデンプン質が分解さ

れたブドウ糖が含まれており、これは脳の活動を支える唯一のエネルギー源です。また、大豆由来

のレシチンは脳細胞の老化を予防するとされています。加齢とともに細胞の死滅が進むと物忘れな

どの症状が出てきます。運動や食事など生活全体のバランスを整えて血流をスムーズに保って老化

を予防し、必要以上に進行を早めないことを意識したいものです。 

うれしい効果その③味噌汁の味噌には、トリプトファンというアミノ酸が含まれています。このト

リプトファンという栄養素は、自律神経の一種であるセロトニンの材料になります。セロトニンは

幸せホルモンというくらい私たちの心と身体の健康に必要なホルモンの一種です。この材料を朝に

しっかり摂る習慣で、一日を活発に送ることができそうですね。 

なぜ、こんなにもうれしい効果がたくさんあるのに今までやらなかったのだ！と声が上がりそうで

すが…。朝の味噌汁を習慣化して、良い一日のスタートをはじめたいものです。 

これからも、私たちは利用者様の食生活をより豊かに、より楽しいものにしていくため、様々なこ

とにチャレンジしていきますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

関根タツヤ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お食事会がありました！ 

サーモン、マグロが人気のようですね。「あ

いよっ！」と威勢の良い声がひびきます。 

今日はみなさんお待ちかねのお食事会です。今

回は握りです。 

板前も気合入っています。遠慮せずどんどん注

文してくださいね。 

うーん。次は何にしようかな～？ 選ぶ楽しみっ

て大切ですよね。 

「へい、お待ち」手際良いですね。このリズム

が大事ですよね。 

 

アサヨさんもダブルピースでご満悦。 

 
 



  

 

 

 

  

  

賢二さん、遠慮せずにすきなだけ食べて下さい

ね。たくさん用意してありますよ。 

 

こちらの美人姉妹もステキな笑顔を見せてく

れました。 

由美さんもたくさん注文していました。サーモ

ン、タマゴが好きなようです。 

 

お食事中でもバッチリ、ポーズを決める信子さ

ん。お邪魔しました。 

 

違いのわかる男、信男さんからも「こりゃあ旨

いわ～」とお墨付きをいただきました。 

 

また次回のお食事会で会いましょう。 

♪ SEE YOU～ 

 



３月のできごと。 

各課の職員が、研修に参加して学んだことを

発表しました。日進月歩の福祉の仕事。必ずし

も答えは一つではない介護観。だからこそ毎回

新しい知識を得るのです！ 

有意義なディスカッションが 

繰り広げられました。 

職員研修発表会 

THE マジックショー 

春の園芸 

マジックショーの始まりはじまり～ 会場にどよめきが・・・ 

ヨーコさん、何というお花ですか ガーデニング男子もカッコイイです。 
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遠
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い
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た
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思
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中央にそびえるのはジャンダルム⁉ 

奈川渡ダムの美しいアーチ 

荒川岳、赤石岳、聖岳・・・名峰が並ぶ 

駒ヶ根を流れる天竜川 

日本現実逃避紀行 

にほんげんじつとうひきこう 
第 12 回 

伊那路 編 



 

 

タイトル 「 階 段 」 



 

 

 

 

 

 
  四月になりました。心躍り足取りも軽やかな好季節がやってきました。この時期はなんとい

っても桜ですよね。咲き始めから散りぎわまでの刹那。毎年名残おしい気持ちになりますが、そ

れが桜の魅力です。ホームでもお花見に行きますので、みなさんお楽しみ！ 

 

 
「 外出の日  」 ：  今年はコロナの影響を受け、当初予定していた一月中の初詣が

できませんでした。暖かくなってきたこともあり、今回は高幡不

動にいきました。これから春に向かい、外出の機会を増えていく

と思いますので、みなさん楽しみにお待ちください。 

 

 
「 食事会 」 ：   今回は「握り」です。カウンター越しに注文する粋なスタイルを

演出しました。日ごろ少食の方も、このときはたくさん注文して

いました。お寿司のパワーってすごいですね。次回は何になるの

かな？ 楽しみです。 
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令和７年４月の予定 
   日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 

 開設記念日 

高幡台歯科 

 診療所 am あ

きる台回診

２階 pm 

高幡台歯科

診療所 am 

 

 

レク体操 

あきる台回診

１、３階 am 

居酒屋 

  

6 7 8 9 10 11 12 

利用者懇談会 レク体操 

高幡台歯科 

 診療所 am あ

きる台回診

２階 pm 

高幡台歯科

診療所 am 

 

 

レク体操 

あきる台回診 

休診 

 

 
 

13 14 15 16 17 18 19 

誕生日会 

 

レク体操 

 

高幡台歯科 

診療所 am 

あきる台回

診 2 階 pm 

高幡台歯科

診療所 am 

 

 

 

レク体操 

あきる台回診 

1,3 階 am 

 

20 21 22 23 24 25 26 

外出の日 

ドライブ 
レク体操 

高幡台歯科 

診療所 am 

あきる台回診

2 階 pm 

高幡台歯科

診療所 am 

 

 

レク体操 

あきる台回診 

1,3 階 am  

 

27 28 29 30 
 

外出の日 

ドライブ 
レク体操 

昭和の日 

高幡台歯科 

診療所 am 

 

 

 

できるかな

クラブ 

 

できるかな

クラブ 

 

 

できるかな

クラブ 

 

 

できるかな

クラブ 

 


